
　

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
は
石
油
資
源
の
輸

出
国
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
の
エ
ジ
プ

ト
の
原
油
生
産
量
は
世
界
で
二
七
番

目
、
天
然
ガ
ス
生
産
量
は
同
一
二
番
目

で
あ
っ
た
。
原
油
は
現
在
ま
で
に
生
産

量
と
国
内
消
費
量
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い

る
が
、
天
然
ガ
ス
は
生
産
量
の
三
分
の

一
を
輸
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
エ

ジ
プ
ト
の
輸
出
額
に
占
め
る
石
油
資
源

（
天
然
ガ
ス
と
石
油
製
品
を
含
む
）
輸

出
の
割
合
は
四
三
％（
二
〇
一
〇
年
値
）

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
最
大
の
輸
出

産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
国
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト

経
済
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
に
高

成
長
を
記
録
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
要
因
で
あ

る
。
エ
ジ
プ
ト
の
人
口
は
、
一
九
八
〇

年
の
四
五
〇
〇
万
人
か
ら
現
在
は
八
一

〇
〇
万
人
に
増
加
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の

電
化
率
は
す
で
に
九
九
・
四
％
に
達
し

て
お
り
、
人
口
増
加
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
増
加
に
直
結
す
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
エ
ジ
プ

ト
の
最
大
電
力
需
要
は
年
七
〜
八
％
増

加
し
、
近
年
は
電
力
不
足
に
よ
っ
て
夏

場
に
停
電
が
頻
発
し
て
い
る
（
参
考
文

献
①
）。

　

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
は
、
生
産
（
お
よ
び
流
通
）
部
門
で

開
発
が
進
む
一
方
で
、
消
費
面
で
は
需

要
の
拡
大
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金
の
増

加
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
生
産
と
消
費
の
両
面
か
ら
、
エ
ジ

プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
向
と
問
題
を

明
ら
か
に
す
る
。

●
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

エ
ジ
プ
ト
の
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
、
二
〇
〇
七
年
に
当
時
の
与
党
Ｎ

Ｄ
Ｐ
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
方
針
に
基

づ
い
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
二
〇

一
一
年
一
月
に
発
生
し
た
反
体
制
運
動

に
よ
っ
て
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
は
崩
壊

し
、
一
党
独
裁
体
制
に
あ
っ
た
Ｎ
Ｄ
Ｐ

は
解
党
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｎ
Ｄ
Ｐ

が
作
成
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
今
後

も
継
続
さ
れ
る
か
は
、
現
時
点
で
は
必

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
政
権
崩
壊
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
に
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
、
ま
た
現
行
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

実
情
を
反
映
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

的
方
向
性
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

表
1
は
二
〇
〇
七
年
に
策
定
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
主
要
計
画
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
二
〇
二
二

年
ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
基
本
的
目
的
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構

成
の
多
様
化
に
よ
っ
て
国
内
需
要
を
満

た
す
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
手
段
と
し
て

は
、⑴
石
油
資
源
（
原
油
と
天
然
ガ
ス
）

の
開
発
継
続
、
⑵
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
、
⑶
原
子
力
に
よ
る

発
電
、
の
三
つ
の
生
産
手
段
と
、
国
際

流
通
網
の
構
築
と
利
用
に
よ
る
海
外
か

ら
の
調
達
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
消
費
面
で
は
、
効
率

化
と
価
格
・
補
助
金
の
適
正
化
を
掲
げ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
て
の
消
費
者
の

利
用
を
妨
げ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
価
格
引
き
上
げ
や
補

助
金
削
減
に
よ
っ
て
使
用
量
を
減
少
さ

せ
る
需
要
政
策
は
想
定
さ
れ
て
い
な

表1　2022年に向けたエネルギー政策（2007年作成）
1．原油と石油製品の生産量の維持

2．天然ガス生産量の年5％増加

3．エネルギー消費の効率化

4．国内エネルギー価格と補助金支出の適正化

5．電力の20％を再生可能エネルギーで供給（2020年まで）

6．原子力発電所を4基建設（石油換算で計700万トンの能力）

7．国際エネルギー流通の商業拠点化

8．国際的電力ネットワークの構築と接続

9．エネルギー市場の自由化

（出所）参考文献②を基に筆者作成。
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政政政政政政政政政策策策策

途上国の
エネルギー
政策

特 集

エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と

需
給
動
向

土
屋
一
樹
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い
。

　

以
上
か
ら
、
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
に
お

け
る
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

は
、
供
給
拡
大
に
よ
っ
て
安
定
的
に
十

分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
り
、
国
内
生
産
と
輸
入
と
い
う
二
つ

の
手
段
を
想
定
し
て
い
る
と
要
約
で
き

る
。
他
方
、
こ
れ
ま
で
石
油
資
源
は
エ

ジ
プ
ト
最
大
の
輸
出
品
目
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
門
を
輸
出
産
業
と
捉
え
る

視
点
は
な
い
。
そ
れ
は
、
今
後
の
国
内

需
要
拡
大
に
よ
っ
て
、
中
長
期
的
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
国
で
は
な
く
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、

環
境
保
護
や
温
暖
化
対
策
は
重
要
論
点

と
な
っ
て
い
な
い
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
状
況

　

エ
ジ
プ
ト
は
中
東
地
域
で
最
も
早
い

一
八
六
九
年
に
石
油
が
発
見
さ
れ
、
一

九
一
〇
年
か
ら
商
業
生
産
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に

油
田
の
開
発
が
進
み
、
一
九
七
五
年
に

純
輸
出
国
と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

原
油
産
出
量
は
一
九
九
六
年
の
一
日
あ

た
り
約
九
三
万
バ
レ
ル
を
ピ
ー
ク
に
、

現
在
は
同
七
〇
万
バ
レ
ル
前
後
ま
で
減

少
し
、
可
採
年
数
は
一
五
年
前
後
と
算

定
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
原
油
は

現
在
も
イ
ン
ド
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
輸

出
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
需
要
の
拡
大

傾
向
も
あ
り
、
原
油
需
給
は
近
年
ほ
ぼ

均
衡
（
あ
る
い
は
輸
入
超
過
）
状
況
に

あ
る
。
従
っ
て
、
確
認
埋
蔵
量
が
大
幅

に
増
加
し
な
い
限
り
、
近
い
将
来
に
エ

ジ
プ
ト
は
恒
常
的
な
原
油
の
輸
入
国
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
天
然
ガ
ス
は
、
一
九
九
〇
年

代
後
半
以
降
に
開
発
が
加
速
し
、
過
去

一
〇
年
で
産
出
量
は
三
倍
と
な
っ
た
。

現
在
、
天
然
ガ
ス
の
可
採
年
数
は
三
八

年
と
算
定
さ
れ
て
お
り
、
原
油
に
代
わ

る
石
油
資
源
と
し
て
さ
ら
な
る
生
産
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

天
然
ガ
ス
資
源
の
活
用
枠
組
み
と
し

て
、エ
ジ
プ
ト
政
府
は
確
認
埋
蔵
量
を
、

輸
出
、
国
内
消
費
、
将
来
世
代
の
た
め

の
留
保
、
の
三
つ
に
均
等
に
配
分
す
る

方
針
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
輸

出
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
し
て
ヨ
ル

ダ
ン
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
、
液
化
天
然
ガ
ス
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど

に
輸
出
し
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
多
様
化
手
段
と

し
て
開
発
推
進
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
二

〇
〇
七
年
策
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

あ
る
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
総
発
電
量
の
二
〇
％
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
う

ち
、
六
割
を
風
力
、
四
割
を
水
力
な
ど

で
供
給
す
る
計
画
で
あ
る
。ち
な
み
に
、

二
〇
〇
八
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
量
は
全
体
で
一
二
％
で
あ
り
、

そ
の
大
部
分
は
水
力
発
電
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
水
力
発
電
の

拡
大
余
地
は
小
さ
く
、
今
後
は
特
に
風

力
発
電
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
の
風
力
発
電
は
、
一
九

八
六
年
に
新
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
（
Ｎ
Ｒ
Ｅ
Ａ
）
が
設
立
さ
れ
本
格
化

し
た
。
エ
ジ
プ
ト
に
は
、
平
均
し
て
毎

秒
七
〜
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
風
が
安
定
的

に
吹
き
、
か
つ
居
住
地
域
か
ら
遠
い
な

ど
、
風
力
発
電
に
適
し
た
地
域
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
。
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、

そ
う
い
っ
た
地
域
を
商
業
用
風
力
発
電

の
開
発
地
区
と
し
て
選
定
し
、
開
発
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
政
府
資
金
に
よ
る
も
の
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
初
の
商
業

用
風
力
発
電
地
区
と
な
っ
た
ザ
フ
ァ

ラ
ー
ナ
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、

ス
ペ
イ
ン
、日
本
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
供
与
し
、

計
五
四
五
Ｍ
Ｗ
の
発
電
容
量
と
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

現
在
は
新
た
な
開
発
地
区
（
ガ
バ
ル
・

エ
ル
＝
ゼ
イ
ト
）
が
指
定
さ
れ
、
ド
イ

ツ
、
日
本
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
活
用
し
た
計
七
二
〇
Ｍ
Ｗ
の
風
力
発

電
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
有
力
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
が
太
陽
熱
発
電
で
あ
る
。
エ
ジ
プ

ト
は
、
国
土
の
九
五
％
が
砂
漠
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
年

間
を
通
し
て
日
照
時
間
が
長
く
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
豊
富
な
国
で
あ
る
。
エ

ジ
プ
ト
政
府
は
、
世
界
銀
行
と
日
本
の

援
助
を
活
用
し
て
、
天
然
ガ
ス
と
太
陽

熱
を
統
合
し
た
一
五
〇
Ｍ
Ｗ
の
発
電
施

設
を
建
設
し
、
今
年
稼
働
を
始
め
た
。

　

他
方
、
新
た
な
電
力
供
給
手
段
と
し

て
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
計
画
が
再

開
さ
れ
た
の
が
原
子
力
発
電
所
の
建
設

で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
原
子
力
発
電
所

建
設
計
画
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
一
時

凍
結
さ
れ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
六
年
に

再
開
が
表
明
さ
れ
た
。
現
在
の
計
画
は

最
初
の
一
基
を
二
〇
一
九
年
に
稼
働
さ

せ
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
計
四
基
で
四

〇
〇
〇
Ｍ
Ｗ
の
発
電
容
量
を
確
保
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
国
内
生
産
以
外

に
も
、そ
の
地
理
的
な
特
色
を
活
か
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
流
通
の
ハ
ブ
と
な
る
こ
と

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
安
定
的
な
ア
ク
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セ
ス
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
石

油
資
源
に
つ
い
て
は
、
ス
エ
ズ
運
河
お

よ
び
紅
海
と
地
中
海
を
結
ぶ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
持
つ
こ
と
で
、
エ

ジ
プ
ト
は
国
際
的
な
石
油
流
通
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
石

油
の
流
通
ル
ー
ト
上
に
あ
た
る
紅
海
沿

岸
に
石
油
精
製
施
設
を
建
設
し
、
輸
入

原
油
を
活
用
し
た
石
油
製
品
の
生
産
を

計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
送
電
線
網
の
構
築
で
は
、
す

で
に
ト
ル
コ
、
リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
、
ヨ

ル
ダ
ン
と
送
電
線
が
接
続
さ
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
湾
岸
諸
国
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ

諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
接
続
も

計
画
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
を
ハ
ブ

と
し
て
送
電
線
網
を
広
げ
る
こ
と
で
、

時
差
、
需
要
ピ
ー
ク
時
期
の
違
い
を
利

用
し
て
余
剰
電
力
を
融
通
し
合
い
、
安

定
的
に
電
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
動
向

　

図
1
は
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
に
占
め
る
各
供
給
源
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
部
分
は
石
油
と
天
然
ガ
ス
か

ら
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

天
然
ガ
ス
は
、
主
に
発
電
と
工
業
部
門

で
利
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
石
油

は
輸
送
用
燃
料
と
し
て
の
消
費
が
多

い
。
ま
た
、石
炭
の
利
用
は
限
定
的
で
、

そ
の
大
部
分
は
鉄
鋼
部
門
で
コ
ー
ク
ス

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
分
野
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
主
な
燃
料
別
に
み
た
の
が
表
2
で

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
最
も
多
い

の
は
工
業
部
門
で
、
全
体
の
約
四
〇
％

を
消
費
し
て
い
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
が

輸
送
部
門（
事
業
用
と
自
家
用
の
両
方
）

で
の
消
費
（
二
八
％
）、
そ
し
て
家
庭

部
門
（
二
二
％
）
と
続
く
。

　

工
業
部
門
で
は
、
天
然
ガ
ス
、
電
力
、

そ
の
他
（
多
く
は
重
油
）
が
主
に
使
わ

れ
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
は
、
二
〇
〇
九

年
に
産
業
別
の
価
格
が
導
入
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
は
一
律
の
価
格
（
補
助
金
に

よ
る
低
価
格
）が
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
産
業
で
の
天

然
ガ
ス
価
格
の
引
き
上
げ
（
補
助
金
削

減
）
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

二
〇
一
〇
年
時
点
で
、
国
内
で
最
も
安

価
な
家
庭
向
け
と
比
較
す
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
集
約
産
業
の
天
然
ガ
ス
価
格
は

約
四
倍（
三
ド
ル
／
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ｕ
）と
な
っ

た
。

　

一
方
、
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
二

八
％
を
占
め
る
輸
送
部
門
で
は
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
ガ
ソ
リ
ン
が
消
費

の
大
部
分
で
あ
る
。な
か
で
も
、デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
は
輸
送
部
門
で
の
消
費
の
五

六
％
を
占
め
、ガ
ソ
リ
ン
（
同
三
三
％
）

よ
り
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　

家
庭
部
門
で
利
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ
ス
）
と

電
力
が
中
心
で
あ
る
。
家
庭
部
門
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
四
七
％
を
占
め
る

Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、
調
理
用
燃
料
と
し
て
、
ガ

ス
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
都
市
中
心
部

を
除
く
多
く
の
地
域
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト

の
電
化
率
は
九
九
・
四
％
で
あ
り
、
大

部
分
の
家
庭
は
電
気
を
使
用
し
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

家
庭
部
門
で
の
電
力
消
費
の
内
訳
は
、

照
明
三
三
％
、
冷
蔵
庫
一
八
％
、
エ
ア

コ
ン
一
一
％
、給
湯
一
一
％
で
あ
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
年
間
一
人
あ
た
り
電
力
使

用
量
は
約
五
五
〇kW

h

で
あ
り
、
所

得
水
準
の
近
い
国
と
比
較
し
て
消
費
量

は
多
い（
参
考
文
献
②
）。そ
の
理
由
は
、

電
化
率
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
電
気
料

金
が
安
い
た
め
で
あ
る
。
低
価
格
な
の

は
、
電
力
だ
け
で
な
く
他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
同
様
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
政
府

は
多
額
の
補
助
金
を
投
入
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
を
低
く
抑
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

石油
45.0

天然ガス
49.0

水力発電
5.0

石炭
1.0

その他再生可能
エネルギー
0.3

図1　エネルギー消費割合（2008年、％）

（出所）参考文献③。

表2　分野別エネルギー消費（2007年、単位：Mtoe）

天然ガス LPG ガソリン ディーゼル
燃料 石炭 電力 その他 合計 ％

家庭 737 4,403 0 0 ．． 3,463 831 9,434 21.9

工業 6,699 27 0 1,655 409 3,186 5,145 17,121 39.7

輸送 301 0 4,018 6,730 ．． ．． 1,044 12,093 28.1

農業、鉱業 ．． 0 0 1,869 ．． 362 70 2,301 5.3

公共、商業 ．． ．． ．． ．． ．． 1,447 0 1,447 3.4

建設その他 ．． ．． ．． ．． ．． 709 0 709 1.6

（出所）表1に同じ。
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●
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

　

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
販
売
価
格
を
低
く
抑
え
て
き
た
。

石
油
製
品
の
多
く
は
、
生
産
コ
ス
ト
よ

り
も
低
価
格
で
販
売
さ
れ
、
そ
の
差
額

は
補
助
金
と
し
て
政
府
が
負
担
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
近
年
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
助
金
支
出
が
財
政
の
重
荷
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
引
き
上
げ
が
政
策
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

表
3
は
、主
な
石
油
製
品
に
つ
い
て
、

二
〇
一
〇
年
五
月
時
点
で
の
エ
ジ
プ
ト

国
内
販
売
価
格
と
ア
メ
リ
カ
の
市
場
小

売
価
格
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
石
油
製
品
は
、
課
税
ま
た
は

補
助
金
が
少
な
く
、
生
産
コ
ス
ト
を
反

映
し
た
価
格
の
目
安
と
な
る
。
エ
ジ
プ

ト
の
価
格
は
名
目
為
替
レ
ー
ト
で
換
算

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ア
メ

リ
カ
よ
り
安
価
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
と
燃
料
油
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ

リ
カ
の
市
場
価
格
の
五
％
と
一
八
％
と

非
常
に
安
価
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
、
多
額
の
補

助
金
を
投
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二

〇
一
〇
年
度
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

と
し
て
約
一
一
五
億
ド
ル
（
財
政
支
出

の
一
七
・
三
％
）
を
支
出
し
た
。
石
油

製
品
は
、
所
得
水
準
に
関
係
な
く
誰
も

が
同
じ
価
格
で
購
入
で
き
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
助
金
に
所
得
再
分
配
効
果
は
乏

し
い
。
な
か
で
も
、
ガ
ソ
リ
ン
は
自
動

車
を
保
有
す
る
中
高
所
得
者
層
が
主
要

消
費
層
で
あ
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

多
く
消
費
す
る
高
所
得
者
層
ほ
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
助
金
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

●
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

　

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
が
直
面
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
は
、
い
か
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
確
保
す
る
か
で
あ

る
。
過
去
三
五
年
間
エ
ジ
プ
ト
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
輸
出
国
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
主
要
な
外
貨
獲
得
手
段
の
一
つ
で

あ
っ
た
が
、
近
い
将
来
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
純

輸
入
国
と

な
る
だ
ろ

う
。
現
在

の
エ
ジ
プ

ト
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー

需
給
の
転

換
期
に
差

し
か
か
っ

て
い
る
の

で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
政

府
は
主
に
供
給
を
拡
大
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
い
る
。
石
油
資
源
の
開
発
を
継

続
す
る
と
同
時
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
は
地
上
資
源
（
風

力
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
豊
富
に
あ

り
、
地
下
資
源
の
減
少
を
補
完
す
る
も

の
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
開
発
が

進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
現
在
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
を
抑
制
す
る
よ
う
な
政
策
は
少
な

い
。
む
し
ろ
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
低
く

抑
え
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

促
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
早
急
な
引
き
上
げ
（
補

助
金
削
減
）は
政
治
的
に
困
難
で
あ
り
、

特
に
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
経
済
状

況
下
で
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
供
給
拡
大

だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

い
。
今
後
は
、
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
う

価
格
設
定
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

節
約
を
促
す
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

近
い
将
来
に
エ
ジ
プ
ト
は
石
油
資
源

輸
入
国
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ

は
、
石
油
資
源
輸
出
に
よ
る
外
貨
獲
得

と
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
よ
る
産
業
発

展
と
い
う
、
石
油
資
源
を
基
礎
と
す
る

こ
れ
ま
で
の
経
済
開
発
方
針
の
変
更
を

迫
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
石
油

資
源
の
保
有
は
必
ず
し
も
経
済
成
長
に

資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
資
源

に
依
存
し
な
い
経
済
・
財
政
構
造
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
持
続
的
な
経
済
発
展

に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の

エ
ジ
プ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況
は
、
今

後
に
向
け
た
課
題
と
好
機
の
両
面
を
喚

起
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
つ
ち
や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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表3　エネルギー価格（2010年5月、単位：US＄）

エジプト アメリカ

LPG （1キロ） 0.04 0.76

ガソリン（92オクタン）（1リットル） 0.33 0.79

ガソリン（95オクタン）（1リットル） 0.49 0.83

ディーゼル （1リットル） 0.20 0.82

燃料油（fuel oil） （1トン） 89.3 503

（出所）表1に同じ。
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